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ロサルヒド配合錠 LD「ツルハラ」使用上の注意変更のお知らせ 
 

 

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 

平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 

この度、弊社製品であるロサルヒド配合錠 LD「ツルハラ」の使用上の注意を下記の

とおり自主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 

今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願

い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

◆「(５)高齢者への投与」の項を下記のとおり改訂致します。（    部削除） 

改 訂 後 現  行 
（５）高齢者への投与 

高齢者には、次の点に注意し、患者の状態を

観察しながら慎重に投与すること。 
１）高齢者では一般に過度の降圧は好ましく

ないとされている。〔脳梗塞等が起こるおそ

れがある。〕 
２）高齢者でのロサルタンカリウム単独投与

における薬物動態試験で、ロサルタン及び

カルボン酸体の血漿中濃度が非高齢者に比

べて高くなることが認められている。〔非高

齢者に比較してロサルタン及びカルボン酸

体の血漿中濃度がそれぞれ約 2 倍及び約

1.3 倍に上昇〕 
３）高齢者では、急激な利尿は血漿量の減少

を来し、脱水、低血圧等による立ちくらみ、

めまい、失神等を起こすことがある。 
４）特に心疾患等で浮腫のある高齢者では急

激な利尿は急速な血漿量の減少と血液濃縮

を来し、脳梗塞等の血栓塞栓症を誘発する

おそれがある。 
５）高齢者では低ナトリウム血症、低カリウ

ム血症があらわれやすい。 
 

【削除】 
 

（５）高齢者への投与 

高齢者には、次の点に注意し、患者の状態を

観察しながら慎重に投与すること。 
１）高齢者では一般に過度の降圧は好ましく

ないとされている。〔脳梗塞等が起こるお

それがある。〕 
２）高齢者でのロサルタンカリウム単独投与

における薬物動態試験で、ロサルタン及び

カルボン酸体の血漿中濃度が非高齢者に

比べて高くなることが認められている。

〔非高齢者に比較してロサルタン及びカ

ルボン酸体の血漿中濃度がそれぞれ約 2
倍及び約 1.3 倍に上昇〕 

３）高齢者では、急激な利尿は血漿量の減少

を来し、脱水、低血圧等による立ちくらみ、

めまい、失神等を起こすことがある。 
４）特に心疾患等で浮腫のある高齢者では急

激な利尿は急速な血漿量の減少と血液濃

縮を来し、脳梗塞等の血栓塞栓症を誘発す

るおそれがある。 
５）高齢者では低ナトリウム血症、低カリウ

ム血症があらわれやすい。 
６）75 歳以上の高齢者に対する安全性は確

立していない。（使用経験がない） 

以上 

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

 


